
２０２３（令和５）年1月２４日（火) 事務局：晴山　史郎

№ 性別　 大学・学年 学部 将来目指す職業

1 女性 弘前大学　６年 医学部 医師

検証

2 男性 東北大学　６年 薬学部 薬剤師

検証

3 女性 弘前大学　４年 理工学部 医療機器開発

検証

4 男性 弘前大学　５年 医学部 医師

検証

公益財団法人　三浦財団　２０２３(令和５)年　この一年間の私の実行目標と検証

①私は日本薬学会（3月下旬、札幌、口頭発表）、The 8th Taiwan-Japan Joint Symposium for Pharmaceutical Sciences (8月下旬、台湾台北、英
語口頭発表)、日本薬物動態学会(9月下旬、静岡、英語ポスター発表)の合計3回外部の場で発表しました。
まず、結論として3回の学会発表および12月上旬の卒業論文発表を通じて、以前よりも聴衆の方々に分かりやすいような発表を行えるようにプレ
ゼンスキルを向上させることができたと思います。
具体的には、指導教員の助言を参考に、スライドは文字数を減らした上で図式化したものを多くするようにし、発表中は聴衆を見つつ相手の理解
力や反応に応じて話すスピードなどを調節するなどを心がけました。

ITパスポートの取得と企業研究

「有言実行、自分の限界に挑戦する」　⇒　勉強だけ、医学だけという医師よりも、体力的にも人間的にも、総合的に優れた医師を目指す。
学長と意見交換し、冬季トレーニング施設の整備や制限の緩和など様々な協力を頂けることになった。　⇒　実績を残す。

目標　設定

検証　確認 ２０２４(令和６) 年２月１２日(月）

「心と身体の健康第一に、国家試験の勉強と就職活動を頑張る」  ⇒　①　どんなに疲れた時でも勉強しない日を作らない。　②　早く寝て(遅くても
２３：３０までに寝て）朝に集中して勉強する。　③　好きなことをする時間を作る。(映画・ドラマを楽しむ）

３月に開催される日本薬学会（札幌）での学会発表で、聴衆の方々に分かりやすい発表ができるよう、(成功を目指して)全力を尽くす。
 ⇒　就職先として、病院と調剤薬局との二者択一のタイミングが迫った。それぞれのメリットを考慮し、自分の将来を決めたい。

・「心と身体の健康第一に、国家試験の勉強と就職活動を頑張る」
→心も元気に、体調も崩さず国家試験勉強を頑張っています(現在進行形)。就職活動も第一志望の病院に内定を頂くことが出来ました。
・どんなに疲れた時でも勉強しない日を作らない。
→2023年、勉強しない日は一日もなかったと記憶しています。すきま時間を有効活用出来ました。
・早く寝て(遅くても23:30に寝て)朝に集中して勉強する。
→達成できていません。どうしてもあとちょっと勉強したいという気持ちに負けて遅寝してしまう日があります。良くないですね。早起きして勉強した
方が集中力も上がるので、潔く寝たいと思います。
・好きなことをする時間を作る。
→何本も映画やドラマ、アニメ等楽しみました。毎年好きな作品が増えるのが嬉しいです。

ITパスポートは取得できませんでした。久しぶりの資格取得のための勉強は、計画性がなく、2回チャレンジしましたができませんでした。学校の
勉強が落ち着いた頃にもっと勉強時間を確保すればよかったと反省しております。企業研究は順調でした。B to B企業の中で大手の会社へ見学
へいったり、講演会に参加したりしました。その中で自分は何がしたいのか、そのためには何が必要なのかを考え直すことができました。大学院
進学への思いを固めるきっかけになってよかったです。

１つの分野に偏ることなく勉強、運動、市民ふれあい講座など様々なことを伸ばすことができた。
・目標としていた全日本インカレへは行くことができなかったものの、東京の大会で3年ぶりに大幅に自己ベストを更新することができ目標には近
づくことができた。
→概ね達成できたと思う。



№ 性別　 大学・学年 学部 将来目指す職業

5 男性 岩手大学　４年 人文社会
岩手県庁上級
職員

検証

6 女性 岩手大学　４年 人文社会 岩手県職員

7 男性 東京大学 4年 理科一類 マッチング業

検証

8 女性 立教大学　４年 現代心理 ﾌｧｯｼｮﾝ雑誌編集

検証

「HSK（中国語の試験)で５級取得、そして台湾の友人と中国語で会話する!」

▽去年の実行目標の検証
去年の目標 : HSK5級の取得と、中国語での会話
目標達成率は15%。十分な学習ができなかった。

⚪︎ good

断片的に授業やアプリで学んできた中国語の基礎をもう一度固めるために、参考書と単語帳を購入・学習できた。

⚪︎ more

就活などを理由に、学習時間が圧倒的に足りなかった。結果、試験を受けられるほどの成長がなかった。

「数理生物学分野について体系的に学ぶこと」　　「個体群のシミュレーションを行うプログラムを自作すること」

結果としては、後者についてはこの一年で挑戦することができたものの、前者は挑戦できませんでした。
この一年間、主に卒業論文作成のために研究を行っており、その他のことに十分な時間を用意できなかったことが原因だと考えています。
来年度以降は修士課程に進学し研究を継続することになりますが、今年度の経験を生かしてより効率的に研究を行えるようになりたいと考えてい
ます。
また、個体群のシミュレーションに関しても、数理生物学分野について学んだあとであればより完成度の高いものを作成できると思われるので、来
年度にも再挑戦してみたいと考えています。

「自分の納得のいく進路を決定する」

できたこと
・自分の納得のいく進路を決定できた（仙台出入国在留管理局　内定）
・そのために、興味のある官庁・企業は積極的に説明会に行くなど、動いた
・後悔のない進路決定となるよう、自己分析をした
・希望の進路実現のために、試験の勉強を継続した
できなかったこと
・進路決定後、その就職先で必要となるスキル（語学力、法的思考力など）の習得の努力が十分とはいえないこと
　⇒まだ時間は残されているので、頑張ります

「大学院合格」　⇒　毎日３０分以上のTOEIC学習の習慣化を図り、常にアンテナを高く張り、経験と知識を自分のものにする。まわりへの感謝の
気持ちを忘れずに謙虚に生きる。

院試の前期試験は不合格で、その後様々な事情があり後期の試験は受けなかった。来年からは、精神保健福祉士の資格取得のために専門学
校の通信制に通う予定である。
最終目標である大学院合格は出来なかった。しかし、試験までの期間において、「1日30分以上TOEICの勉強をする」という目標は達成することが
出来た。
また、「常にアンテナを張り、経験と知識を自分のものにする」という目標についても、達成出来たと言える。実習を通して、様々な分野で活躍する
心理専門職の方々から話を聞いたり、議論することでより専門性の深化に努めることができた。
体調を崩してしまい、思うように勉強ができない日が続いてしまったが、また新しい道で心理に関わる仕事を出来るように努めていきたい。



№ 性別　 大学・学年 学部 将来目指す職業

9 男性 岩手大学　４年 理工学部 音響信号処理

検証

10 女性 弘前大学　４年 人文学部 役場職員

検証

11 男性 東北大学　４年 薬学部 新薬研究開発

検証

12 女性 弘前大学　４年 人文社会 岩手県庁職員

検証

13 女性 岩手大学　４年 人文社会 国家公務員

検証

14 男性 東京大学　４年 文科一類 大学教授

検証

「自分の卒業公演で上演できるような台本を書きたい」　⇒　社会人になると、演劇からいったん離れるので、自分の思いを伝えて行けるような戯
曲を作りたい。

「自分でよく考え動く」　⇒　この一年は研究に没頭すると思う。院試も控えており、勉強も頑張る。また運動も習慣化したい。

「岩手県庁の採用試験に合格することと無事に大学を卒業すること」

卒業論文は鋭意執筆中ではありますが、私が調べたいと思っていたスリランカの紅茶プランテーション農園をめぐる諸問題について、様々な先行
研究を参考にしながら自分なりに書き上げることが出来ていると思います。完成まであと少し頑張ります。公務員になるという目標については、無
事一関市役所での採用が決まったことで達成出来たと思います。結果的に、自分が大学で学んだ環境社会学の経験を活かすことが出来そうな
市役所に合格することが出来て良かったです。

「記録をつけること」

　最初に取り組んだことは、生活の様子や勉強した内容をかなり細かく記録しなければならないもので、やはり続けるのが難しく一度挫折してしま
いました。結局、うまくいったのは、読んだ論文だけ記入するシートであり、自分の勉強のペースをきちんと把握して休むときはきちんと休むことと
いうのが最も大事だと気づき、最低限で簡単だけれども続けられるものを選ぶことにしました。また、睡眠時間や起きた時間は、最近であれば
Apple watchなどが計測してくれるので、テクノロジーに頼って無理なく続けていこうと思います。
　ただ、そういった生活を整えるという目的以外にも、自分の記録を残し、今後思い返せる形にすることは大切であり、そのために、思い立ったとき
にメモできるGoogle Keepを活用しました。
　ただ、例えば、テスト期間などで忙しく一時停止したあとに、ずっと続かないということはよくあったので、それをなんとかしたいです。ペースを管
理して、何事も余裕をもって取り組めるようになりたいです。

「大学院への進学と、プログラミング課題解決能力の実践化」

実際には岩手県庁の採用試験は受けず、岩手銀行に合格したため、目標は達成されませんでした。ですが、就職活動の目標を「岩手銀行の内
定を取る」としてからの目標は達成されたため、最終的な就職活動の目標は達成する事ができました。
大学を卒業する事に関しては、卒業論文を提出したためほとんど確実に卒業する事ができそうです。4年間、多大なご支援ありがとうございまし
た。

「卒論を満足いくものにし、公務員試験に合格して公務員になる」

振り返りの指標として、KPT(Keep：良かったこと,Problem：改善すべきポイント, Try：次回行う改善行動)を用いて検証します。
・Keep
無事志望する大学院に合格した。大学院進学を見据え、学部４年の早期段階から卒業研究に取り組み、入試や研究でのプレゼンテーションに活
かせる成果を上げることができた。研究室で前例のない、画像処理の基礎研究や新規研究テーマに取り組むことで世の中のニーズから優位性を
確立するために必要な技術、背景分析のノウハウを知ることができた。主にPythonを用いたプログラミングスキルを向上させ、また研究としての
新規性を評価され、学部生ながら学会発表の経験を得られた。
・Problem
卒論や学会などのゴール、短いスパンでの成果を重要視してしまったため、最終的な目標よりも手前の研究進捗となり、自身の目標設定の変更
を強いられた。計画性をもって専門外の分野の学習や知識不足などを補う。これらを大学院での2年間で達成し最適な目標設定と実現可能性を
最大化したい。
・Try
自身の研究以外にも共同研究や後輩の研究の手伝いなどで、他ジャンルの研究について知見を得る。他業界のインターンにも参加し、実利用を
見据えた技術開発や研究ジャンルの調査を進める。よりレベルの高い学会に参加、発表し研究者としてのキャリアを向上する。

昨年立てた目的の「脚本を書く」というのは目下進行中であり、今完成を目指して精進しています。
その点ではうまくいったのかなと思っています。

院試も合格し、毎日学校に通い、実験もそこそここなすことができました。運動の習慣は身につかなかったので、今年は頑張りたいです。



№ 性別　 大学・学年 学部 将来目指す職業

15 男性 東北大学　３年 法学部 検察官

検証

16 男性 岩手大学　３年 人文社会 地方公務員

検証

17 女性 北海道大学３年 ４年制薬学部 研究職

検証

18 女性 北海道大学３年 経済学部 経営ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

検証

19 女性 弘前大学　３年 理工学部 医療機器研究

検証

20 男性 東北大学　３年 工学部機械 医療機器開発

検証

「将来の大きな糧になる１年を有意義に過ごす」　⇒　①　専門科目の勉強を怠らないこと。　自主的に学習する　②　様々な分野に興味を抱き、
たくさんの本を読む。　③　サークル活動を精一杯楽しむ。

「自分に言い訳をしない」　⇒　去年は課題やアルバイトのせいにして、個人的な学習や家事が滞ってしまった。２３年は当たり前のことを当たり前
に「凡事徹底」で生きてゆく。 ⇒　「凡事徹底」　物事を成し遂げるために、日常の極く平凡なことを徹底してやり抜くこと。繰り返してやり続けるこ
と。

結果としては55点くらいかなと思います。一度始めると1ヶ月半程度は続けられるのですが、ちょうどそれくらい経つと、レポートやテストなどのより
優先順位が高い方で忙しくなったり、体調をくずしたりして習慣が途切れてしまい、一度途切れると再開するまでに時間がかかってしまったからで
す。私は夜寝る前にやる、というルールで続けていたのですが、それが良くなかったのかもしれません。現在はTOEIC対策のアプリを使っており、
そのアプリは1日に1セクションしか進めない仕様になっているため、あまり時間をかけないことで比較的長く続けられています。院試で必要となる
こともあり、3月にTOEICを受験予定なのでそれまで頑張りたいと思います。また、英語の論文を読む機会も増えたのでそちらも活用していきたい
です。

　昨年は簿記検定の3級以上の合格を目標としていました。実際に勉強を行なったり、試験を受けたものの、肝心の合格とはならなかったため恥
ずかしく思います。計画性の薄さと勉強不足が招いた結果であると思います。

①自主的に学習でき、大学院入試免除レベルの成績上位者となることができた。
②本を読むことはできたが、分野は広くなかったと感じた。本を読んだことで考え方の変化が見られた。
③サークル活動を楽しむことができた。友人関係が充実していた。勉強の中に楽しみがあることでメリハリをつけられた。

昨年は、多忙の1年を迎えました。学業面では、アルバイトがほぼ出来ないくらい忙しく、実習科目が多かったため、学外での個人作業の時間を多
く取られ、成果に時間を費やした個人差が表れるような課題ばかりでした。また、インターンシップにたくさん参加したことで、将来に対する考え方
が変わったり、初対面の人とのディスカッションを通して自分に足りないスキルや、他の人の将来の考え方を知ることも出来ました。
   就活をしてる中で、なにかキャリアの役に立つ資格を習得したいと思い、学業の傍らに秘書検定2級を取得しました。現在は、登録販売者の資
格の勉強をしています。私はドラッグストアでアルバイトをしているので、登録販売者の資格を持っていると有利に働くことができます。薬の知識を
持っておくことはバイト以外でも人の役に立つことが多いと思ったので、資格習得のための勉強を始めました。やはり、国家資格ということもあっ
て、覚えることも多く、大学の課題が多い期間はあまり時間を割けないので、春休みにTOEICと並行して集中して勉強したいです。
   昨年の目標に対する成果としては、大学院進学と就活のための情報収集は十分すぎるほどに達成出来たと思っています。また、スケジュール
が合わずまだ試験を受けることは出来ませんでしたが、TOEICの勉強は継続してできていたと思います。4年生のうちに1度は受験できるように、
引き続き勉強をして、勉強する習慣を無くさないようにしていきたいと思います。一方、多忙ということから自動車学校に通うことはできなかったた
め、自動車免許の取得はできませんでした。全体としては、優先順位の高い目標を達成することができたので、満足した1年でした。

目標の振り返りと致しましては、 個人的な学習として、読みたい本を読んだり、家事をしたり当たり前のことを当たり前に出来ました。

「大学院への進学もしくは就職に関わる情報収集」　⇒　大学院情報や携わりたい分野の募集要項やエントリーシートの内容の事前調査等の情
報収集。どちらにも影響するTOEICの勉強にチカラを入れる。部活動や卒業論文が忙しくなる４年生になる前に学びを進め、自分の将来の武器に
したい。サブの目標として「自動車免許の取得」

結果は、不合格でした。正直、努力不足だと感じました。難しい試験ではありますが、もう少し頑張れたのではないかと悔やんでいます。
忙しい中で工夫して時間を作って、有効に使うことの重要性を学びました。今後は、今回の失敗を生かして、時間を大事にして勉強していきます。

「1日1回は英語に触れる」

「司法試験予備試験の短答(一次試験)合格」

「簿記検定3級以上取得」　⇒　公務員として働く際、この資格があれば財政の状況を把握し、支出の管理などに役立てられると思うから。
　⇒　公務員の試験と被らないように、早期の対策を心がけたい。



№ 性別　 大学・学年 学部 将来目指す職業

21 女性 東京外国語３年 国際社会中東 外交官・記者

検証

22 女性 明治大学　２年 法学部　 貿易事務

検証

23 女性 弘前大学　２年 教育学部 養護教諭

検証

24 女性 お茶の水　２年 理学部数学
数学教師・
もしくは研究者

検証

25 女性 弘前大学　２年 医学部 小児科医

検証

「何事も先の見通しを持って取り組む」　⇒　目の前のことに奮闘するのは当たり前、常に将来を意識する気持ちの余裕を身につける。

●［良かった点］
まず、アルバイトは接客・販売の仕事に新しく始めてみましたが、自分に合っている仕事内容・職場であると感じられました。一昨年はアルバイト
での出来事を帰宅してからも思い起こして気持ちを切り替えられないことが多かったのですが、昨年は切り替えができ、心に余裕を持てたような
気がします。
また、勉強については、日々の演習や課題で少しずつ理解を重ね、試験前は計画を立てて連日集中して勉強することができました。
●［良くなかった点］
反省点は、日々の授業外での学習は、課題をこなすことだけで手一杯になってしまっていたことです。課題＋αで復習ができれば試験前の負担
を減らすことができるはずなので、その余裕を持てるようにすることが私の課題だと考えます。

学習面においては試験を見据えた勉強をする事、日常生活においては提出物等を早めに提出する事を心がけようと思い、こちらの目標を設定し
た。
前期はこちらの目標を達成できなかった。昨年4月に一人暮らしを始めたものの、家事と学習の両立は難しく、目の前のテストだけで手一杯になっ
てしまった。そのような中でも、課題だけは期限を守って提出できた。
前期の反省を活かし、後期は早い段階からテスト勉強をするようにした。一人暮らしに慣れてきたこともあるが、自身が勉強しやすい環境づくりを
徹底したことで、昨年12月に行われた微生物学講義中間試験は1回でパスできた。1月下旬から2月中旬にかけて、本試験だけで10教科ほどある
ので、今後も気を引き締めて学習に取り組みたい。

「新たな言語の初級授業を履修する」　⇒　２年間アラビア語を学んだが、来年からはゼミで扱うことが多いフランス語にも取り組みたい。

「行政書士と宅地建物取引士の資格を取得する」　⇒　強い意志で合格を目指し、２２年の自分を乗り越える。

「サークル活動やボランティア活動を通し、交流の輪を広げ見識を高める」

「昨年よりもやるべきことをコツコツ計画的に実行する」　⇒　昨年は慣れないアルバイトと勉強とのバランスに苦戦した。今年は双方を両立させよ
り理想的な生活を送りたい。

昨年新しく手話サークルとオーケストラサークルに加入し、手話サークル内の人と手話で交流したり、オーケストラのサークルでは学部や学年を
問わず様々な人と交流を広げることができました。一昨年は同じ学科内の友人との交流がほとんどであり、他の学部や学年の方と話す機会がな
かったため、昨年は周囲からの新しい刺激を受け、自身の視野が広がったように感じられました。
一方で、昨年は学業、サークル、バイトを詰め込みてしまい、体調を崩してしまうことが多かったことが反省点と考え、今年はそれらのバランスをと
り健康に生活することに留意していきます。

「新たな言語の初級授業を履修する」　⇒　２年間アラビア語を学んだが、来年からはゼミで扱うことが多いフランス語にも取り組みたい。
→フランス語に新たに取り組むことが出来た。今まで学んだ言語体系と異なる種の言語だったためあらたな気づきが多かった。
ただ学術的なレベルまで到達できなかった点が反省点である。

2023年に立案した目標は行政書士と宅地建物取引士の資格を取得することだった。資格試験の勉強に力を入れ、幅広い分野の知識を身につけ
ることを目標としていた。国家資格であるITパスポートの資格を取ることができた。しかし、目標として挙げていた行政書士、宅地建物取引士の資
格を取得することができなかったため、2023年の目標を達成したとは、言えない。しかし、通関士や日商簿記などの勉強を通して幅広い知識を身
につけ、学ぶことの楽しさを改めて認識することができた1年間だった。



№ 性別　 大学・学年 学部 将来目指す職業

26 女性 弘前大学　２年 医学部保健 助産師

検証

27 女性 岩手大学　２年 教育学部 小学校教員

検証

28 女性 東北大学　２年 経済学部 経営ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

検証

29 女性 中央大学　２年 経済学部 経営ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

検証

30 女性 岩手大学　２年 食料生産環境
循環型農業の
企業

検証

「継続すること」　⇒　昨年はすべてが中途半端になってしまったことを反省。今年は最後まで自分を貫き通すことができるよう、継続することを目
標に頑張る。特にYMCAの活動では、２年生としてトレーニング内容を積極的に考えたり、子供の性格、成長をしっかり観察して、言葉にできるよう
活動に多く関わっていきたい。学業では自分が学びたい特別支援教育についての授業をとることができるので、集中して勉学に励む。

「経営に関する資格を最低一つ取得する」　⇒　会社の数字を見て、少しでもその会社の経営状況を把握できるような知識と技能を身につけた
い。

「地方創生に関する授業をとり、造詣を深める」　⇒　地方創生コンサルタントになる夢の実現のため、町興し関連の文献で政策や歴史を学ぶ。

第１目標「INNOVATION LABO IWATEへの応募に挑戦」　⇒　人材育成講座へ参加し、イノベーション・ビジネスプランを勉強する。
第２目標「メリハリがあり計画的な1年に」　⇒　周囲に流されず、良い意味でマイペースに学業とその他のメリハリを明確に計画的に1年を過ご
す。

  

結論から言うと、資格取得をすることはできませんでした。しかし、簿記3級と2級の問題集を買い、日常的に勉強することができました。資格取得
に至らなかった理由は、申し込んだは良いものの、コロナウイルスにかかってしまい、受験できなかったためです。来年度こそ、取得したいと思っ
ております。

結果としては地方創生に関しての雑誌やインターネット記事を見るに留まり、文献は良い文献を見つけられませんでした。しかし実際の町おこしで
どのようなことがあったか例を知ることは出来ました。また、教授との会話の中で海外で日本と似た産業・地理の場所での取り組みについて聞き、
そういった似た場所の取り組みをもっと調べたいと思いました。

第１目標「英語力を高める」　⇒　助産師としても、今後ますますグローバル化が進む中で、将来的に英語力が役立つを思う。また助産師という職
業を活かし、国際ボランティアに参加したい。具体的な目標としてはTOEIC 600点以上を目指す。そのためにも自主的に留学生との関わりや、教
養英語への取り組みを増やす。
第２目標「サークルへの積極的参加」　⇒　今年は新しい人たちと出会い、様々な経験を積むためにも、ボランティアサークルと球技サークルに所
属し、心身ともに充実した大学生活を送りたい。種々の新しいことにチャレンジすることで、より一層自己を磨いて行きたい。

①について：2023年の5月から12月に岩手イノベーションスクールを受講し、修了することができました。
②について：学業を主軸にしてサークルやボランティアなど、計画的に挑戦したいことや目標を定めながら2年生を過ごすことができた。また、周り
の良い姿勢を参考にしながら自己分析や将来について明確に考える機会を作れた。

英語力の向上に関しましては、以前晴山様にご相談させていただいた通り、受験時期に突発性難聴を発症した関係でTOEICの受験はかないま
せんでした。しかし、受験をするためのプロセスは去年一年で踏んでいくことができていたと考えているため、今年もこの目標は引き続き掲げてい
きたいと考えています。具体的には、3月に今年初めの募集があるため、そこに向けて春休みはTOEICの勉強に集中したいと考えています。
また、サークル活動への参加に関して、去年私はボランティアサークルと球技サークルに参加すると述べており、この2つは概ね達成出来たと考
えています。球技サークルには時間に都合がつく限り参加するようになり、通年で5回ほどは参加し他学科の友人との交流を深めることができま
した。
ボランティアサークルに関しては、弘前大学附属病院の小児科で子供たちと関わる、楽しみを共有するというテーマの｢ひまわりサークル｣という
サークルに所属しました。このサークルは、コロナの影響でまだ本格的には活動を再開できていないのですが、ミーティングなどは継続的に行わ
れており、先日私がサークルの代表として活動していくことが決まりました。
そのため、今後はより一層このひまわりサークルの活動にも力を入れ、闘病生活を送る子供たちが少しでも入院期間を楽しく過ごせるよう、また
弘前大学の学生がボランティアを通して医療の現状を学ぶ機会を得られるよう尽力していきたいと考えています。


